
専門課程シラバス

科目区分 開講時期 2学年・前期

授業科目名 授業形態 講義

担当教員 実務経験

・疾患を持つ患者の特徴と、生活への影響を述べることができる。

・代表的疾患を持つ患者に対する基本的看護の方法を述べることができる。

1・2　脳神経機能障害を持つ患者の看護

3・4　検査を受ける患者の看護（治療、処置を受ける患者の看護）

5・6　疾患を持つ患者の看護　（脳血管障害・脊髄疾患・末梢神経障害・筋疾患・感染症）

7・8　消化器疾患を持つ患者の症状と看護

9・10　治療と検査・疾患や症状に対する看護

11・12　代謝・内分泌疾患の症状と病態生理

13・14　検査・疾患の理解

15・16　呼吸器疾患を持つ患者の看護

17・18 症状と病態生理（自覚症状と他覚症状・検査・治療・処置）

19・20　疾患や症状に対する看護

21・22　循環器疾患の症状に対する看護　（胸痛・動悸・浮腫・チアノーゼ・失神）

27・28　疾患を持つ患者の看護（虚血性心疾患・心不全・不整脈・心臓弁膜症・心筋疾患）

29・30 疾患を持つ患者の看護（先天性心疾患・動脈疾患・静脈疾患）

筆記試験、出席状況、受講態度等で総合的に評価する。

系統看護学講座 成人看護学 2　呼吸器　第15版 第4刷　医学書院　　2025

系統看護学講座 成人看護学 3　循環器　第15版　第4版　医学書院　2025

系統看護学講座 成人看護学 ７　脳・神経　第15版 　第4刷　医学書院　2025

系統看護学講座 成人看護学 6　代謝・内分泌　第15版　第4刷　医学書院　2025

参考図書　等 　

教科書

備考

学習目的

疾患を持つ患者の特徴と、生活への影響を理解する。本講義では、悪性疾患、また慢性病の代表で
ある虚血性心疾患、心不全、慢性呼吸不全、脳血管障害、糖代謝障害などを取り上げ、病態・治療
の経過、心理、生活への影響などを学ぶ。そして、セルフマネジメントの重要性と、それを支える看護
について学ぶ。

到達目標

授業内容

25・26　治療、処置を受ける患者の看護　（薬物療法・心臓カテーテル治療・手術を受ける患者の看護）

評価方法

23・24　検査を受ける患者の看護　（心電図・心臓カテーテル・運動負荷検査・心臓カテーテル検査）

専門分野 　1単位・30時間

成人看護学Ⅱセルフケアマネジメントとセルフケア再獲得に向けての看護

松本　有加里、住田　麻希、西野　佳代、
水津　藍、岡本　美保、井伊　正子

授業概要

疾患を持つ患者の特徴と、生活への影響を理解する。本講義では、悪性疾患、また慢性病の代表で
ある虚血性心疾患、心不全、慢性呼吸不全、脳血管障害、糖代謝障害などを取り上げ、病態・治療
の経過、心理、生活への影響などを学ぶ。そして、セルフマネジメントの重要性と、それを支える看護
について学ぶ。

〇（看護師）

単位数・時間数
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